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新しい年度、平成25年度がはじまりました。東

京ではさくらの開花が例年よりも早く3月下旬には

満開となりました。さくらが咲き始めると太陽の光

も明るく感じられ春が来たことを実感できます。そ

してこれを節目として何か新たなことを始めようと

いう意欲がわいてくるものです。皆さまはいかがで

しょうか。

さて、電磁界情報センターは今年7月で設立5周

年を迎えます（平成20年7月設立）。これまで、研究

情報、国際機関・各国の行政機関からの情報を中

心に収集分析し、ホームページをはじめセミナー・

フォーラムの開催を通してその情報を提供してきま

した。電話やメールでの問合せも増加し、最近で

は年間平均600件以上ものお問い合わせを頂いて

います。これは、この間の活動を通して一般の皆さ

まに少しずつ認知頂けてきた成果だと思っていま

す。

設立5周年ということですので今年度は5年という

“節目”の年度です。“節目”はこれまでのことを振

り返ったり、次の方向性を考えたりする契機になり

ます。それでは、これを契機に電磁界情報センター

はどうなるのかという話になりますが、今年度進め

ようと考えている活動について少しお話しさせて頂

きます。

これまで電磁界情報センターでは、電磁界の専

門機関として様 な々情報源からできるだけ多くの情

報を収集し、その情報をホームページや電磁波セミ

ナー、電磁界フォーラムなどを通して公開してきまし

た。今年度はこの着実な取組を継続するとともに、

より身近な内容の調査や、わかりやすさ、見やすさ

の観点をもった情報提供の視点も加えていきたい

と思っています。

例えば、最近の問い合わせの傾向として太陽光

発電、電気自動車など新しい技術から発生してい

る電磁界についての質問が増えてきています。特に

太陽光発電については質問が年々増えており、再

生可能エネルギーに関する国の施策の影響かもし

れませんがメガソーラー発電所から戸建住宅の屋

根への取り付けまで様 な々質問が来ます。しかしな

がら、これら新しい技術の中には発生する磁界レ

ベルに関する公開された情報が少なかったり、全く

なかったりもします。そこで、これまで当センター自

ら測定し学会発表を行ってきましたが、次のステッ

プとしてホームページへのデータ掲載など、一般の

方々が知りたいと思われている情報といった観点

からの公開も拡大していこうと考えています。

また、専門的な情報の提供方法として、研究論

文、諸外国の情報、国内省庁の報告書などの情報

をデータベース化した「電磁界情報データベース」

を構築していましたが、検索機能などを強化し使

いやすさを高める改良のためしばらく休止させて

頂きました。この度、改良が終了しましたので公開

を再開しています。さらに、ホームページ自体もより

使いやすい形となるよう少しずつではありますが改

良しています。是非、新しくなったホームページや

データベースなどのコンテンツをご覧頂ければと思

います。

今年度も着実な情報収集と、よりわかりやすい

情報提供を目指して取り組んで行きますので引き続

きご理解とご協力をお願い致します。

平成25年度のはじまりにあたって 

情報調査グループマネージャー　小路　泰弘
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電磁界情報センター所長　大久保　千代次

国際非電離放射線防護委員会の新体制について
I C N I R P

ICNIRPとは
ICNIRPは、1977年のIRPA（国際放射線防護学会）総会

で設置された国際非電離放射線委員会（INIRC/IRPA）が
母体となります。INIRC/IRPAは、波長が100nm以上の可
視光線を除く全ての非電離放射線と、可聴領域以外の超音
波や超低周波音に関するばく露防護ガイドラインを提唱して
いましたが、1992年にはIRPAから独立して、ICNIRP（国
際非電離放射線防護委員会）という国際委員会に改名され、
今日に至っています。

その任務は、文字通り、非電離放射線の健康への影響に
関する指導と助言であり、非電離放射線へのばく露を制限
する国際的ガイドラインを作成しています。

ICNIRPの組織は、委員14名、委員長･副委員長を含む本
委員会と、4つ（疫学、生物学・医学、物理学・工学、光放射）
の常設委員会およびコンサルティングエキスパートから成り
立っていましたが、この度、新体制に移行しました。

今年3月に、本委員会と科学専門家グループ（SEG）で構
成される組織となり、従来の常設委員会およびコンサルティ
ングエキスパートは廃止されました。これは、「専門基盤の
拡充と作業プロセスへの外部者の参加拡大を常に考慮す
る」というICNIRPの意図のもとで進められています。

SEGのメンバーの選出手続きは完了しましたが、それは次
のような手順で行われました。まず、各国の国内IRPA組織
およびICNIRP本委員会メンバーがSEGメンバー候補者を
推薦します。次に、全ての候補者の中からICNIRP本委員会
メンバーによる選出と利益相反宣言の審査を経て、SEGメ
ンバーに任命されます。なお、ICNIRPメンバーによる選出で
は、ICNIRPの使命と任務に対する候補者の科学的適切性、
これに加えて、地域代表性、男女のバランスも考慮されてい
ます。余談ですが、WHOが電磁界の健康リスク評価を行う
タスク会議メンバー選出の際にも科学的専門性と共に地域
代表性や男女のバランスが考慮されています。

新体制での活動
新しい体制では、ICNIRP文書の作成のためにプロジェク

トグループ（PG）を設置します。PGは具体的な一つの作業
計画による任務（例えば、ICNIRPドラフト文書の作成、ワー
クショップの編成など）の完遂に専念する組織で、その任務
の完了をもって解散します。PGメンバーは、本委員会および
SEGで構成され、必要に応じてさらなる専門家が追加され
ます。PGのメンバーは本委員会によって選出され、PG座長
の承認が求められます。

現在までに選出された23人のSEGメンバーとその経歴が
ウェブサイトで紹介されています。紹介されたメンバーリス
トには、日本から名古屋工業大学の平田晃正先生、労働安
全衛生総合研究所（JNIOSH）の奥野勉先生と私が載って
います。なお、本委員会には情報通信研究機構（NICT）の
渡辺聡一先生が日本から選出されています。

WHOが電磁界の健康リスク評価を行い、その評価結果を
受けてICNIRPはこれまでの国際的なばく露ガイドラインの
見直しを検討し、必要に応じてガイドラインを改訂していま
す。例えば、WHO国際電磁界プロジェクトの下で、これまで
に2度公式の健康リスク評価を行って、2006年に静電磁界
の環境保健クライテリア232を、2007年に超低周波電磁
界の環境保健クライテリア238を発刊してきました。これを
受けてICNIRPは2009年に静電磁界を、2010年には超低
周波電磁界に関するばく露ガイドラインを改訂しました。こ
れに対応して、我が国も経済産業省が2010年に出された新
しい超低周波電磁界のばく露ガイドラインに基づき、電力設
備に関する一般環境の磁界規制値（200マイクロテスラ）を
導入しています。

このように、ICNIRPが提唱する国際的ガイドラインは各
国の電磁界に関するリスク管理政策に大きな影響を持って
いますので、本委員会メンバーのみならず、SEGメンバーも
緊張感を持って真摯にその任務を果たす事が求められます。
この度SEGメンバーに選出された私も同様です。

電磁界ばく露による健康影響から世界各国の人々を防護するための国際的なガイドラインを作成している
組織がICNIRP（International Commission on Non-Ionizing Radiation Protection：国際非電離放射
線防護委員会）です。

EMF（新ゴR、18.5pt）トレンド情報（リュウミンL-KL、17pt）

EMFトレンド情報

新組織編成の進捗については以下のURLで確認できます。
URL：　http://www.icnirp.de/activities.htm

ICNIRP科学専門家グループ（SEG）メンバーの経歴リスト（追加作業中）については以下のURLで確認できます。
URL：　http://www.icnirp.de/seg.htm
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電磁界情報センターでは、国内外の電磁界に関する研究論文などの文献情報を収集しその情報をデータ
ベースに保存し、公開しています。

ホームページ開設時から、皆さまにデータベースを公開していましたが、昨年のホームページリニューアル
に合わせ、データベースにつきましても、改訂作業を行ってきました。この作業が完了し、平成25年3月27日
より利用を再開しました。

長らくの利用停止期間中は、利用者の皆さまにご不便、ご迷惑をおかけしました。今後も、引き続き国内外
で公表された研究論文やプレスリリース、また社会動向の最新情報等、電磁界に関する情報を公開していき
ますので、ぜひご活用下さい。

今号では、再開したデータベースについて簡単に紹介します。
再開したデータベースには、主に次のような特徴があります。

○論文情報と論文以外の情報に分けた検索としています。英語でも検索できます。
○検索方法は、簡易検索、詳細検索、履歴検索の3つがあります。

簡易検索････ 日本語や英語の論文名、著者名、あるいは関心のある単語（ワード）を入力して検索す
る方法です。

詳細検索････ 簡易検索よりも検索条件を細かく設定して検索する方法です。
履歴検索････ 簡易検索や詳細検索によって抽出された複数の結果をさらに“and”や“or”の論理式

で結びつけて検索する方法です。

その他いろいろと工夫しましたので、興味のある方はぜひ一度電磁界情報データベースを使ってみて下さ
い。以下に、論文を対象に『小児白血病』というキーワードで簡易検索した場合の結果を示します。

～　例：論文を対象に『小児白血病』というキーワードで簡易検索した場合　～

電磁界情報データベースの
利用再開について

情報調査グループ　加藤　宏臣

『小児白血病』を入力して、検索ボタンをクリック。
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タイトルをクリックすると各文献の詳細情報が表示されます。

検索結果一覧が表示されます。
この画面には、検索条件、検索結果の件数および一覧リストが表示されます。
（現在147件の関係論文が登録されています）
この一覧リストは、タブ区切り形式のファイル出力が可能です（EXCEL編集可能）。

 

この論文タイトルをクリック。
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EMF関連情報

電磁波問題あれこれ⑬
中間周波電磁界の健康影響①
これまで7回にわたって50ヘルツや60ヘルツと言った商用周波電磁界の健康影響について
説明して来ましたが、次には、中間周波電磁界の健康影響について説明していきましょう。

刺激作用と熱作用

WHO国際EMFプロジェクトでは、中間周波

電磁界とは300ヘルツ（Hz）から10メガヘルツ

（MHｚ）の電磁界を指しています。人体が電磁界

にばく露されると、体内に刺激作用と熱作用を引

き起こすことが知られています。商用周波電磁界

や100キロヘルツ（kHz）以下の中間周波電磁界

では主として刺激作用を、100キロヘルツ以上の

中間周波電磁界や高周波電磁界では主として熱

作用を引き起こします。

刺激作用とは、外部に非常に強い電磁界がある

と電磁誘導という現象によって、体内の神経や筋

を刺激する電流や電荷を誘導する作用です。もと

もと人体には生理的な電流によって神経の興奮

を伝えていますので、生理的な電流レベルを越え

るような電流が外部の電磁界によって誘導されな

いように防護しなければなりません。そこで国際

的なばく露ガイドラインを作成する国際非電離放

射線防護委員会（ICNIRP）では、誘導電流に最も

敏感な閃光現象（目をつぶっていても閃光を感じ

ると言った神経反応）を引き起こさないようにば

く露制限値を設定しています。

100キロヘルツ以上の中間周波電磁界や高周

波電磁界は、主として水の分子がエネルギーを吸

収することで熱を発生させます。これを熱作用と

よんでいます。低いレベルの高周波電磁界ばく露

でもそれに見合った微量の熱を発生しますが、人

体の生理的な温度調節によって気づかないうち

に消去されてしまいます。しかし、非常に強い高

周波電磁界にばく露されると生理的な体温調節

機能では適応できず、体温が上昇します。ICNIRP

では、全身に体重1キログラム当たり４ワットの高

周波電磁界をばく露した場合、動物の深部体温が

１℃上昇すると動物の作業能率が下がるという実

験結果から、これより50倍の安全率を設けて、体

重1キログラム当たり0.08ワット（4ワット/50＝

0.08ワット）を一般環境のばく露制限値としてい

ます。理論的にはこの制限値ばく露で深部体温は

0.02℃上昇する計算になりますが、上述のとお

り、人体の生理的な温度調節によって気づかない

うちに消去されてしまいます。

電磁界情報センター所長　大久保  千代次
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EMF関連情報

電磁波問題あれこれ⑬
中間周波電磁界の健康影響①

中間周波電磁界の健康影響

身のまわりにある中間周波電磁界を発生させ

る機器として最も代表的なのが、（今では殆ど見

かけなくなりましたが）ブラウン管型の分厚いテ

レビやコンピュータモニター、電磁調理器（IH調

理器やIH炊飯器）です。そのほか駅の改札口を

出入りする際に使う非接触型のICカード、図書館

や商店での電子商品監視（EAS）機器、電子タグ

（RFID）機器などがあります。

中間周波電磁界の健康影響ですが、2005年

のWHOの情報シートでは「ICNIRPのガイドライ

ンのレベルを下回るばく露で中間周波電磁界が

健康に対してリスクがあることを示唆する科学的

根拠はありません。しかし現在の知見の不確実性

を解明するには、より一層質の高い研究が必要で

す。」と述べています。

2007年のWHOの環境保健クライテリア238

では中間周波電磁界について、「健康リスク評価

に必要とされる知識ベースの極少数しか集まっ

ておらず、既存の研究の多くは結果が一貫してい

ないので、更なる具体化が必要である。健康リス

ク評価のための十分な中間周波電磁界のデータ

ベースを構成するための一般的な要件には、ばく

露評価、疫学研究、ヒト実験室研究、動物および

細胞（in vitro）研究が含まれる」とも述べていま

す。

これらの見解の根拠となる疫学的研究はその

ほとんどがコンピュータモニターの使用に伴う生

殖機能や視覚器官への影響に焦点をあてたもの

です。そして、コンピュータのモニターは非常に弱

い中間周波電磁界しか発生しないので人の健康

にとって脅威とはならず、生殖過程や胎児にも影

響を及ぼすことはないとの見解をWHOは示して

います。しかし、この見解は、最近普及しているIH

調理器に基づく研究ではないため、IH調理器を使

用することに健康不安を覚えることも無理のない

ことです。

コンピュータモニターもIH調理器も共に20

キロヘルツの中間周波電磁界を発生しています

ので、人への影響は基本的には同じであり、コン

ピュータモニターを対象とした研究結果があるの

で、その結果に差異はないと見なして良いと思い

ます。しかし、厳格には両者でその波形が微妙に

異なります。コンピュータモニターはノコギリ波

で、IH調理器は正弦（サイン）波です。

国会でもIH調理器の健康影響について質疑さ

れたこともあり、厚生労働省としてもこの問題を

軽視できないと判断して、厚労科学研究費で調査

を行うこととなりました。

（つづく）
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活動目的
電磁界情報センターでは、電磁界の健康リスクに関

する正確な情報が国民に届いていない現状を改善する
ため、センター発足以降、４年間で日本各地を巡り電磁
波セミナーや電磁界フォラームを開催してきました。し
かしながら、参加人数は延４千人に満たず、情報を広く
社会普及させるには程遠い状況です。

このような状況を踏まえ、より効果的な情報提供方
法として考えたのが、それぞれの地域や機関において
情報伝達を担っていただいている方を対象とした啓発
活動です。

活動状況
平成24年度は、下表のとおり、学校・保健および医

療関係等の学会や大会に参加し、約250名の方にラン
チョンセミナーにご参加頂き、また、展示ブースを設け
約4千名の方へのパンフレット配布や直接対話による
情報提供を行いました。

また、この活動を通じて、新たに、ランチョンセミナー
や講演会の要請を受けるなど、次につながる活動にも
なっています。

情報の媒介者を対象とした情報提供活動
～学会等における展示・ランチョンセミナーの概要～

情報提供グループマネージャー　伊藤　勇

ランチョンセミナー

展示ブース
広告

名　称 規模 展示ブース ランチョンセミナー 広告 資料折込

学
校
保
健
関
連

全国養護教諭研究大会 1,000名 ● ●

全国学校保健研究大会 1,200名 ● ●

日本学校保健学会 1,500名 ● ●

全国養護教諭連絡協議会 1,300名 ●

衛
生
関
連

日本公衆衛生学会総会 3,500名 ●

日本衛生学会学術総会 600名 ● ● ●

　電磁界情報センターでは、行政・教育および医療など、情報の媒介者を対象とした情報提供活動に取り
組んでいます。JEIC NEWS第23号では教育関係者への啓発活動の取り組みとして教育関係の大会出展
について紹介しましたが、今号ではその後の活動状況について紹介します。
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創意工夫と今後の活動展開
展示ブースの出展目的は、ＷＨＯ（世界保健機

関）等の公的機関の情報をより多くの人に伝える
こと、また、多くの人に電磁界情報センターという
組織があることを知ってもらうことにあります。し
かし、出展したとしても、先ずは来場者に展示ブー
スの前で足を止めてもらい、その存在に気が付い
てもらうための工夫が必要となります。

当初のブースは、殺風景で人の目を引き付ける
という観点から見ると決して褒められたものでは
なかったため、他ブースを参考にしながら改良を
重ねた結果、最新形は右の写真のとおりとなって
います。

あわせて、『センターの紹介』『電磁波とは？』『身の
まわりの磁界の大きさ？』を紹介する映像も作成し展
示ブースで放映しています。これらの映像は、今後、セン
ターのホームページでも閲覧できるようにする予定で
すので、是非、ご覧下さい。

ただし、残念なことに未だに来場者からは、『電磁
界情報センターという組織を初めて知った』や、中には

『怪しい電磁波防護グッズを売っている団体かと思っ
た』とのお声を頂くこともあり、組織の認知度の低さを
痛感することもあります。私どもは、この事実を受けと
め、今後も関係学会や大会へ参加するなど地道な活動
を継続し、当初目的の達成と、来場者が欲する情報を
より多く与えられるような運営を心掛けてまいります。
また、双方向のやり取りを通じて頂いたご意見を大切
にしながら、次につながる活動に育てていくことがで
きればと考えています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

三点磁界測定治具の開発について
情報調査グループ　﨑村　大

JEIC NEWS第24号（2012年12月発行）で、「電力
設備の技術基準」で規定された測定方法にもとづく磁
界測定で苦労した点について掲載しましたが、このた
び電磁界情報センターでは『空間的に不均一な箇所で
の測定』が効率的に行えるよう、測定治具を開発しまし
たので、その開発にあたって留意した点を以下のとおり
紹介します。
・材質は可能な範囲で非導電性かつ非磁性体を使用

した。
・地面の凹凸の影響を受けずに治具据付を素早く行え

るよう、一脚の治具とした。
・測定高さが容易に確認できるように、治具本体に目

盛りを表示した。
・変電所や路上変圧器など壁面等から20cmの水平

位置での測定を容易に行えるよう、水平確認棒を取
り付けた。

・磁界測定器の固定および高さ方向へのスライドを容
易にするため、小さく軽量な日置電機製FT3470-
55用3cm2磁界センサーに対応したものとした。

・変電所周囲にある深さ40cm程度の側溝箇所でも測
定でき、また航空機内に手荷物として持込ができる
よう単体長さ50cmの4本継ぎ（全長2m）とした。

この測定治具について詳しくお知りになりたい方
は、電磁界情報センターまでご連絡下さい。

磁界測定装置と治具の全景 磁界センサー固定部

水平確認棒

展示ブース設営風景（after）展示ブース設営風景（before）
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ダウジングの不思議
学生の頃、所属していた研究室の教授が国際

会議を主催したことがあります。会議の内容は忘
れてしまいましたが、覚えているのは外国から参
加された方が二股に分かれた棒を持って、会場と
なった教室や廊下をぶらぶら歩き回っていると、
突然、持っている棒が振れる様子を身近に見たこ
とです。その時は、棒を意識的に振らしているのだ
ろうと胡散臭い気持ちでその様子を見ていた記
憶があります。これが今回のダウジングの不思議
です。

ドイツの人々の暮らしと文化を綴った『ドイツ
民族紀行』、その中でダウジングに言及している
箇所があります。「民間に広くひろまっている望み
杖（Wünschelrute）の水脈探しの方法も、水に
困った西ドイツの人々の、過去の歴史を物語るも
のと思う。この方法をいまでは用いる人はほとん
どいないと思うけれど、しかし、このあいだまで、
西ドイツの村ではどこの村でも、この方法を知っ
ている人がかならずいたといわれているから、今
でも望み杖を使える人はたくさん残っているはず
である。それは松葉形にひろげた小枝または針金
の両端をささげ持って、地面の上を歩き回るもの
で、地下水の水脈の上にくると、小枝または針金
がぴくりと震えてそれを知らせてくれるのだとい
う。」

ダウジング（Dowsing）は、二股の木の枝先を
手でしっかり握って、二股の方を上に向けて、歩き
回ると、上を向いていた二股の方が、突然下を向
くように変化する場所には水脈があるというもの
です。このようなダウジングをする人をダウザーと

呼んでいます。『ドイツ民族紀行』を見ますと、ドイ
ツでは比較的最近までダウジングが行われてい
るようです。

15～16世紀のドイツ、ハルツ地方での鉱山で
山師が始めたのが、ダウジングのきっかけといわ
れています。鉱山に造詣の深かったドイツ、ゲオ
ルク・アグルコラ（Georgius Agricola:1494～
1555）が著した『デ・レ・メタリカ』（1556）に2
人の人物がダウジングをしている様子が描かれて
います。その後、ドイツの鉱山業者がイギリスに呼
ばれ、ダウジングの知識も一緒にもっていき、イギ
リスでは地下水脈の探査にダウジングが使われる
ようになっていったとされ、イギリスからヨーロッ
パ中に次第に広がっていったようです。しかし、古
代ギリシャ、エジプトで既に棒を使った占いが行
われていたようです。

当然、二股の枝によるダウジングで水脈や鉱脈
を探すのは、詐欺的な行為ではないかと考え、ダ
ウジングの科学的な根拠を明らかにするべきだと
考える人もいました。そのような科学的な根拠と
してダウジングを説明する一つが、水脈での地磁
気の局所的な変化や電磁場の人への影響が考え
られ、1900年代中庸には、占い棒の枝を動かす
のは電磁場であるという理論がフランスやイギリ
スで見られました。ダウジングについての文献は
非常に多くあり、特にオランダのライデン大学で
地質学の学位を取ったトロンプ教授が取りまとめ
ています。その中で生体に対する電磁場照射、自
然放射能や空気イオンなどの影響を調べ、また研
究室内ならびに屋外での実験を繰り返し、ダウジ

コ ラ ム
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ングの際の人の生理的な変化も調べています。こ
のような調査や研究から、トロンプ教授はダウジ
ングが本物の現象で地下物質の周辺での電磁場
変化によって起きるとしました。このようにダウジ
ングを電磁場変化と結びつけた議論もされてき
ましたが、ダウザーの主張の正当性を実験室や屋
外での実験によって確かめるような試みもなされ
ています。しかし、水脈を見出す証拠は、確率とし
て偶然以上のなにものでもなかったことが報告さ
れています。

宮沢賢治の「楢ノ木大学士の野宿」。法螺吹き
でユーモアのある愉快な大学士が主人公の童話
です。「楢ノ木大学士は宝石学の専門だ。」とあ
り、「うん、探してやろう。蛋白石のいいのなら。
流
り う も ん は り

紋玻璃を探せばいい。探してやろう。僕
ぼく

は実
際、一ぺんさがしに出かけたら、きっともう足が宝
石のある所へ向くんだよ。そして宝石のある山へ

行くと、奇
き た い

体に足が動かない。直覚だねえ。（略）
つまり僕と宝石には、一種の不思議な引力が働い
ている、深

ふか

く
く

埋
うづ

まった紅
ル ビ ー

宝玉どもの、日光の中へ
出たいというその熱心が、多分は僕の足の神経に
感ずるのだろうね。」。大学士はダウザーなので
しょうか。

ダウジングは二股に分かれた枝を用いる方法
以外に、二本のＬ字の金属棒や同じような形の木
を使用する方法、振り子を用いる方法があり、振り
子の振れる幅や揺れる向きで距離や方向が分か
るとのことです。

わが国では、真言宗の開祖、弘法大師（空海、
774～835）が杖をついた所から水が湧き、池と
なったという伝説が知られていますが、弘法大師
はダウザーであったのでしょうか。

（T.S）

2人のダウザーがダウジングをしている様子

参考
・坂井洲二：『ドイツ民族紀行』。法政大学出版局。1982年。
・König.HL:『Unsichtbare Umwelt』. Eigenverlag HL.König, München 1986  
・Hansen GP: Dowsing: A review of experimental research. J Society for Psychical Research. 51(792), 

pp.343～367 1982.
・宮沢賢治：「楢の木大学士の野宿」。『宮沢賢治全集』第10巻。196～197頁、1979年。
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